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1. はじめに 

評定尺度法では,  測定データが回答者の構成概念だけでなく, 回答者の反応傾向 (response 

style) も反映する。これまでも両者を分離するための事後分析は多数提案されてきた。しかしなが

ら, 調査段階で反応傾向が混入している以上, 分析段階での補正には限りがある。そこで, 測定し

たい構成概念と反応傾向を分離可能なデータで収集する係留寸描法 (anchoring vignettes) が提案

され, そして, 近年, この分析モデルとしてベイズ多次元項目反応モデルが提案された。 

2. 係留寸描法 

係留寸描法とは, 回答者に, 仮想人

物に関する寸描を読ませたうえで仮想

人物に関する項目(寸描項目)に回答さ

せ, その後, 回答者自身に関する項目

(自己評定項目)に回答させる調査デー

タ収集法である(図 1)。この収集法によ

り, 寸描項目の回答には, 回答者の反

応傾向のみが反映され, 自己評定項目には, 回答者の反応傾向と測定したい構成概念が反映され

る。そして, この差分を分析モデルで分離するのが特徴である。 

3. モデル 

  ベイズ多次元項目反応モデルは, 係留寸描法の回答を回答者の構成概念と反応傾向に分離する

ことが可能なモデルである。回答者𝑟が項目𝑖に対して𝑘番目のカテゴリを選択する確率を 

P(𝑈𝑟𝑖 = 𝑘|𝜃𝑟 , 𝒔𝒓) =
exp(𝐴𝑖𝑘𝜃𝑟 + 𝑠𝑟𝑘 + 𝑐𝑖𝑘)

Σℎ=1
𝐾 exp(𝐴𝑖ℎ𝜃𝑟 + 𝑠𝑟ℎ + 𝑐𝑖ℎ)

 (1) 

と表現する。𝒔𝒓, 𝒄𝒊 は, 識別性のため, 中心化の制約を加える(i.e., 𝛴ℎ𝑠𝑟ℎ = 0, 𝛴ℎ𝑐𝑖ℎ = 0)。本モデル

の特徴は, 寸描項目では, 𝐀𝐢 = (0, 0, 0, 0, 0)と固定し, 反応傾向𝒔𝒓と切片𝒄𝒊のみを推定するのに対

し, 自己評定項目では, 𝐀𝑖 = (−2,−1, 0, 1, 2)と固定し, すべてのパラメータを推定する点である。 

4. 目的・結果・考察 

本研究では, [1]に沿って, ベイズ多次元項目反応モデルのシミュレーション及び実データ分析

を行い, 反応傾向統制の有無による影響を定量的に評価した。情報量規準 (WAIC, LOO) に基づく

モデル比較では, 両データで反応傾向統制ありモデルが予測の観点から支持された。反応傾向統

制による結果への影響力およびモデル運用の実用性については, 当日発表する。そして, このよう

な調査分析法が大学入試を始めとする様々なテストとどのように関わり, 応用可能かを概観する。 
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図1 係留寸描法の概略図

寸描項目×3(症状:軽・中・重)

Aさんは、仕事や社会活動を楽しみ、
日々の活動に支障を来すことはない。

Q-1 あなたはAさんがどれだけ落ち込んでいると感じますか？

1 2      3      4      5

反応傾向のみ反映

Q-4 あなたは自分がどれだけ落ち込んでいると感じますか？

1 2      3      4      5

自己評定項目 反応傾向＋構成概念の反映

(軽症状の寸描例)


